
炎症が広がる4 膿をもったニキビ

毛穴がつまる2 面ぽう
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皮脂

アクネ菌

毛穴が
狭くなる

ニキビのでき始め1 微小面ぽう
炎症が起こる3 赤いニキビ

炎症を起こす物質が
誘導される

ニキビのあとが残る5

炎症が周囲の組織
に広がると、皮膚に
あとが残ることが
あります。

膿をもったニキビ

炎症が広がってやぶれる

角栓（毛穴のつまり）

黒く見える（毛穴そのものは
　　　　　　詰まっていない）

赤ニキビ

白ニキビ（閉鎖面ぽう）

目には見えません

黒ニキビ（開放面ぽう）

：アクネ菌
：活性酸素
：白血球
：遊離脂肪酸
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ニキビを発生させるしくみとデュアック配合ゲルの作用

ニキビのでき方

ニキビは進行するにつれて、毛穴に炎症が起こり、悪化します。
ニキビあとを残さないためには、早い段階から適切に治療し、炎症を長引かせないようにすることが重要です。

デュアック配合ゲルは、
　過酸化ベンゾイル（酸化剤）
　クリンダマイシン（外用抗菌薬）
の合剤です。dual action=Duacデュアック
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厚くなった角質をはがし、毛穴につ
まった角質をとりのぞきます。

増殖したアクネ菌を減らし、炎症が
起こるのを防ぎます。

炎症の原因となる活性酸素・遊離
脂肪酸などの発生を抑え、炎症の
悪化と化膿を防ぎます。

毛穴のつまりをとる1～3）

アクネ菌を減らす4～7）

赤みをとる8～11）

毛穴のつまり
原因1-1

アクネ菌の増殖
原因2

炎症が進み、化膿
原因3

皮脂の分泌増加
原因1-2
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副作用のしげきについて

デュアック配合ゲルは、
下記の手順で使用してください。

主な副作用 副作用はいつ起こるの？

皮膚刺激を少なくするためのポイント

デュアック配合ゲルの
取り扱いについて

①洗顔料を使って、顔全体をやさしく洗います。
　洗顔後は、柔かいタオルで水分をふき取ってください。
②1日1回、適量＊を、ニキビとその周辺に、広げるように塗ります 。

ご使用中に、塗った部位に副作用があらわれることがあります。
次のような症状があらわれたら、医師・薬剤師にご相談ください。

＊塗布量は担当医の
　指示に従ってください。

髪の毛や眉毛、衣類などの布製品、絨毯、家具
などに付着しないように注意してください。

●冷蔵庫（2～8℃）に保管してください。

●塗布後には必ず手を
　洗ってください。

●皮膚にみられる主な副作用は、
　デュアック配合ゲルの塗りはじめ
　にあらわれることが多いので、
　使用開始から数週間は特に注意
　してください。

●特に使用開始1カ月ごろまでは、かさつきや赤みを帯びることが
　あります。
　この時期を過ぎると、赤みも目立たなくなります。
　副作用かなと思ったら、まず医師にご相談ください。

●皮膚が乾燥したり、赤くなったりした場合には、
　保湿剤を使用することをおすすめします。

● 過度の日焼けは避けてください。

●髪の毛や布製品を退色させる可能性
　があります。

※25℃で3カ月、30℃で1カ月の安定性（製造時未開封）は確認されてお
　りますが、よりよい状態でお使い頂くために冷蔵庫に保管することを
　お守りください。
※凍らせないでください。

口の中・眼の周囲・唇などの粘膜、切り傷や
すり傷のある皮膚には塗らないでください。
（付いた場合はすぐに水で洗い流してください）

※これらの写真は、一般的な症状の写真で、デュアック配合ゲル使用によるものではありません。

●接触皮膚炎
（かゆみ、かぶれ）

●紅斑
（赤くなる）

こうはん

ひふはくだつ

●そう痒症
（かゆみ）

ようしょう

塗りはじめの
数週間に注意

髪の毛 眉毛 衣類 家具

●乾燥・皮膚剥脱
（皮膚がカサカサになり
フケのようなものが落ちる）

ひふはくだつ
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保管は
冷蔵庫に
（2～8℃）

人差し指の第1関節の長さが、顔の
半分に塗る量に相当します（約0.3g）。

（輸入）

の使い方
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